
下
治
平
左
り
し
花
、
宇
多
・
延
菩
等
以
来
は
、
本
ら
詩
歓
管
絵
の
み

を
朝
廷
の
風
雅
と
し
て
、
認
も
距
も
唯
詩
歌
の
み
陀
耽
り
、
世
の
嘆

き
民
の
愁
へ
も
不
ν
廠、

H
M
E
以
て
向
致
と
し
て
文
武
の
業
を
ば
可
ν

鱗
と
も
せ
守
、
絡
に
は
北
保
如
き
健
医
K
天
下
を
奪
は
る
h

陀
至
り

ぬ
。
詩
歌
管
絃
の
山
県
り
を
成
す
と
云
ベ
し
。
詩
献
も
能
〈
刈
れ
ば
政

事
の
助
と
も
な
り
、
性
情
を
も
養
ふ
ペ
し
。
都
て
其
本
を
失
へ
ば
必
十

其
容
を
得
る
と
と
、
濁
り
詩
歌
の
み
に
は
非
宇
。
且
人
君
た
る
人
の

間
申
問
は
、
別
て
大
憾
の
あ
る
と
と
に
て
、
儒
生
等
の
業
と
は
特
陀
呉

り
。
同
じ
〈
文
撃
と
い

へ
ど
も
、
抽
出
に
も
共
門
戸
の
入
所
遮
へ
ば
、

末
陀
は
大
な
る
訟
と
も
な
る
放
陀
、
古
人
の
諺
に
も
注
a
之
恋
佐
伊
鰹

以
a
千
皇
-
と
い
へ
り
。
而
し
て
入
門
の
裂
は
大
第
、
其
次
は
中
山
聞
に
し

て
mE
撃
の
附
奥
と

o
A
K
策
た
り
。
其
上
に
は
易
・春
秋
・詩・

2
・砲

可
観
小
読
容
四
十
六

っ
て
、
天
下
後
世
の
笑
と
在
れ
り
。
さ
れ
ば
本
朝
に
し
て
は
紳
武
帝
以

来
、
文
武
の
裁
に
の
み
志
し
て
政
務
あ
り
し
時
は
、
千
歳
を
総
て
天

す
る
の
数
た
り
。
さ
れ
ば
詩
文
章
を
恕
し
き
事
と

-zkは
あ
ら
ね
ど

も
、
末
流
円
弊
に
至
て
は
韮
音
響
を
胎
す
事
和
漢
忙
昭
た
り
。
帥
問
。

術
文
帝
・宗
の
徽
宗
帝
の
如
昔
、
詩
歌
山
川
u絃
の
み
陀
し
て
日
月
を
送

り
、
太
平
の
械
に
思
は
れ
し
陀
皆
図
を
失
ひ
、
身
も
爽
秋
の
囚
と
な

八
四
五

一
、
武
州
押
立
村
長
五
郎
の
至
孝

究
保
元
年
武
州
多
腹
部
府
中
領
押
立
村
御
代
官
上
坂
安
左
衛
門
支
配

所
小
民
長
五
郎
と
い
ふ
も
の
、
今
年
八
十
八
織
に
成
候
老
母
を
餐
ひ

候
。
共
裁
は
新
を
商
引
い
渡
世
と
す
。
近
年
婆
を
失
ひ
築
居
い
た
し
、

十
四
歳
以
下
の
小
児
三
人
有
之
候
。
長
五
郎
以
前
は
援
の
岡
州
も
有

之
、
召
使
の
奴
糾
も
有
之
候
庭
、
家
表
へ
朝
夕
の
詳
し
も
絶
々
に
成

来
候
。
老
母
田
正
を
悲
み
気
の
議
K
思
ひ
け
り
。
長
五
郎
母
へ
し
ら
さ

立
て
校
繋
の
鍛
策
す
る
が
如
し
。

何
ぞ
本
を
務
め
ざ
る
や
。

立
保
二
年
壬
成
林
銀
上
波

一
つ
の
生
の
字
眼
目
緊
要
な
り
。• 

地
の
大
な
り
と
い
へ
ど
も
共
本
あ
り
。
大
観
是
也
。
是
故
に
大
艇
の

義
を
明
ら
め
得
ば
、
天
地
の
妙
用
も
ヰ
陀
指
す
が
如
し
。
況
や
そ
れ

よ
り
下
友
る
物
を
や
。
孔
子
目
。
君
子
は
務
ν
本
、
本
立
て
道
生
と
。
凡

事
総
本
伐
に
立
て
ば
、
街
道
の
生
じ
来
る
と
と
、
草
木
の
根
紙
師
陀

品
川
老
を
排
斥
す
る
と
と
は
惜酬
に
無
=品
川
論
コ
仰
る
に
本
の
本
た
る
と
と

に
は
不
及
。
廿
棋
が
本
論
名
は
同
じ
と
い
へ
ど
も
意
は
異
な
り
。
査
天

紫
の
六
経
に
し
て
事
足
り
、
路
代
の
事
政
は
通
鑑
及
紀
仰
の
活
陀
備

り
ぬ
。
此
外
の
警
は
不
一
一
必
着
可
-也
。
某
欧
陽
公
の
本
論
を
厳
に
、
共
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